
2026 年 8 月 24 日 

大和ハウス工業株式会社 サステナビリティ・リンク・ボンド レポーティング 

サステナビリティ・リンク・ボンドの KPI の数値について、下記の通り選択した SPT の判定日まで年次でレポーティングを実施します。 

 

◼ KPI1：事業活動における温室効果ガス排出量（スコープ 1+2）削減率 

（サステナビリティレポート 2026 Ｐ27、P150、Ｐ164） 

 

 

年度 

CO2 排出量 

2015 

（基準年） 
2020 2021 2022 2023 2024 2025 

スコープ 1 283.9 216.4 221.4 237.9 684.5 218.3 221.9 

スコープ 2※ 270.5 207.0 217.9 130.9 15.9 14.0 13.3 

スコープ 1＋2 554.4 423.3 439.3 368.8 700.4 232.3 235.1 

基準年比削減率 － 23.6% 20.8% 33.5% ▲26.3% 58.1% 57.6% 

※1 2022 年度より、スコープ 2 の算出方法をマーケットベースに見直しています。 

※2 2023 年 1 月に響灘火力発電所をグループ会社化したことにより、2023 年度のスコープ１の排出量が増加しています。 

（2023 年度の響灘火力発電所の GHG 排出量：446 千 t-CO2） 

2024 年 3 月には石炭とバイオマス燃料（木質ペレット）の混焼発電の稼働を停止。2026 年度内にバイオマス専焼発電所として運転

を再開する予定です。 

 

◼ KPI2：まちづくりにおける温室効果ガス排出量（スコープ 3・カテゴリ 11）削減率 

（サステナビリティレポート 2026 Ｐ27、P150、Ｐ158） 

 

 

年度 

CO2 排出量 

2015 

（基準年） 
2020 2021 2022 2023 2024 2025 

Scope3(カテゴリ 11) 9,676 7,747 6,830 5,872 4,623 3,888 4,425 

基準年比削減率 － 19.9% 29.4% 39.3% 52.2% 59.8％ 54.3% 

 

 

（ご参考）環境データ集 https://www.daiwahouse.co.jp/sustainable/csr/pdfs/2026/env_Data.pdf 

 

単位：千 t-CO2 

単位：千 t-CO2 

※1 ※2 

https://www.daiwahouse.co.jp/sustainable/csr/pdfs/2026/env_Data.pdf

